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この度 は lC〒50■ をお 買上 しずい た だ きあ りが と う
ご ざい ま した。 lCOMの 技術 力 が誇 る フ ェー ズ ロ ッ
ク方 式 を採 用 したハ ム用 50 MHz ttSSBト ラ ン シー
バ ー です 。 ど うか この言党明書 をよ くお読 み に な り、

その高性 能 を十 分発 揮 して い た だ きたい と思 い ます。
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IC…50■ は高性 能 固定用機 として開発 され50M Hz
～ 54M Hzま で水 晶並 の超 高安 定度 と正確 さで連 続 カ
バ ー しフェーズ ロ ック方式 を採用 して い るため ス プ

リア スの少 な さ とい うこ とで は他 に類 をみ ませ ん。

SSBは もちろん CW,AMも 使 用 で きます。

本機は IC-200シ リーズで実証 されたフ
ェーズロック ドシンセサイザー方式を採用 し

た50MHztt SSBト ランシーバーです。
●全バン ド連続カバー

フェーズロック ドシンセサイザーの基準発

振に∨FOを 採用 しましたので50 M Hzか ら54
M Hzま でどの周波数でも送受信できます c

また固定チャンネル用に 4ケ の予備水晶ソケ

ットがあリクラブチャンネル等に利用できま

す。もちろん外部 ∨ FOも 使用できます。
●μ同調の採用

∨FOは μ変化 を利用 し l MHzの 帯域を可
変 しています。この機構はハウリンクに強 く

構造が簡単なため減速が確実に行なわれ、バ

ックラッシュも少なくなっています。

●2段減速チューニング
チューニンクは 2段減速方式で 1回転50K
Hzと 約 16KHzと になっています。減速の切換
えはチューニングつまみと同心のレバーでワ

ンタッチで切換えでき、大きい減速では SS
B受イ言が非常に楽ιこなっています。

●プラグイン機構の採用

ICOM独 特のプラクイン機構を採用 してい
ますので保守点検か楽になっています。

●RFア ンプ
MO SttF E丁 と広帯域バン ドバスフィリレ
ターの採用により素晴 らしい受信特 1生 を得て

います。 また RFに 4段 に切換えられるアッ
テネーターを採用 しましたので近接周波数の

強い信号があっても快適に受信できます。

●専用 フィルターの採用

SSB、 AMそ れぞれに専用フィルターを
採用 していますのでひずみが少なく容易に受

イ言できます。

●トーンコン トロール

上蓋 を開けると トーンコン トロールつまみ

が内蔵 されていますので受信の時好みの音質

に調整できます。

●マーカー

ダイヤル較正用に専用マーカーが組込れて

いますので常にダイヤルロ盛 を50 K Hzま たは

100 K Hzお きに較正できます。較正 は前面の

較正用ツマミにより簡単に行ス_ま す。

●ノイズブランカー

ノイズブランカーはMOS型 FE丁 とスイ
ッチング用ダイオー ドの採用により特性 を向

上 しています。特にバルス性のノイズには効

果があり利得を低下させません。

●広帯域 リニアアンプ

広帯域 りニアアンプの採用により50M Hz～

54 M HZま で一様な出力特性 を得ていますので

周波数を変えても調整 しなおす必要がありま

せん。

●VO×回路

送受信の切換えを音声で行 う∨○×回路は、

電子式切換とリー ドリレーの採用により頭切

れのない快適な QSOが できます。
●ブレークイン回路

ブレークイン回路を内蔵することにより迅

速な CW OSOか 行なえますのでコンテス

ト時等は非常に便利です。

●モニター回路

電信で送信するときモニターできます。受

信のときも動作 しますので電信の練習もでき

ます。もちろん音量調節もできます。

●APC回路
アンテナ端子の開放、ショー トまたはアン

テナの故障によって送信部終段の トランジス

ター /11破 壊されるのを防止 しています。

●2 WAY方式の電源
専用 ∧ C電源 IC-3P∪ を使用 しますと
AC電 源の場合も使用できます。 IC-3P
∪はプラグインで着装でき本体に入って しま

いますので余分なスペースをとりません じリ

ー ド線を接続する必要もありません。
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:C-50■ は好 評 の iC-71、
に細 部 に改 良 を加 えメー ター 、

いや す くな って い ます。

IC-21シリーズ に更
ダイヤル等 一段 と使

●FUNCT10Nス イ ッチ
FUNCT10N SWITCH
∨ FOの 位置 にすれ はタ イヤル ロ盛
の周 波数 で重t作 し、 ∧ BCDの 位置
で は固定 周 波数 か使用 で き ます。(5
定 チ ャン ネル用 水 晶 ツケ ッ トに水 晶

発振子 か挿 入 されて い る とき)ま た

E× Tに 合 わせ、 ACCソ ケ ントに

タト舌属∨ FO等 を接続 す る と夕ヽ き:か ら
コ ン トロール で き ます。

0 00URSEス イ ンチ
COURSE SWiTCH
5011 Hz帯 (50～ 54 M Hz)を 4分 割 て

ヵバ ー して い ます。使用 す る周 波数

に よ リツマ ミの位置 を選定 します。

●表示ランプ

INDICATOR LAMPS
LOCK RE∧ DYは フェーズロック
回路かEEッ クすると点灯します。

TRANSMITは 送信時点灯します。

0送受信切換スイッチ
TRANSMIT― RECEIVE SWITCH
送受信の切換はマイクロホンの PT
T(ブ ッシュツー トーク)ス イッチで
できますが、長時間送信するときや

マイクロホンに PTTス イッチかつ
いていないときにイ更圧 してください。

〔R〕にすれば受イ言〔T〕 ιこすれは送イ言

となります。

oCWモ ニター
CW MONITOR
電信でOSOす るときのモニターで
音量を調整 します。

0キ ャリブレー ト
CALIBRATE
CALの 位置にしますと、マーカー
回路か働きますので、タイヤルロ盛

を100KHzお きに、または50K HZお
きに較正できます。

oチ ューニングツマミ
TUNNING KNOB
チューニンクは2段減速方式で、 1
回転50 K Hzと 約16KHzと になって
います。減速のtT換 えはチューニン

クツマミと同心の減速切換レバーで

ワンタッチで切換えできます。

●チ ューニ ン グ タイヤル

TUNNING DIAL
主 尺、副 尺 の読 東 りか楽 で、 しか も
適切 な減速比 か選 べ ますか らチ ュー

ニ ンク か容 易 です。

。減 速切 換 レバ ー

T∪NNINC SPEED RAT10
SELECTOR
チ ューニ ンタツマ ミの減速 を 2段 に
切換 え ます。

O MODEス イッチ
MODE SWITCH
霞波型式を切換えます。 SSBは ∪
SB、 LSBの 両方かつかえます。

●RIT
受信 周 波数 をlil調 で き ます。

●ボ リュー ム (内側1)

VOLUME
音量調整 を行 い ます。

OMiC GAIN(タ ト側 )
変調度を調整 します。

0較正用 ツマ ミ
AL PLATE DISENGACE KN081
タイヤル ロ盛 の較 正 をす る ときに, |
用 します。左側 へ 強 く押 す と昌t尺 か  |
固定 され ますの で チ ューニ ンク ッマ

ミで較正 します。

●RF GAIN
4段 に切 換 え るこ とかで きますの て  |
近接 に強 い信 号 な ど ガゝ あ る ときrtl   l
な位置 を選 び ま す。         |

●電源スイッチ

POWER SWITCH
電源を O INl、 OFFし ます。∧C電
源、 DC電 源いずれの場合も重力lTし
ます。
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:C‥50■ に は後面及 び側面 、更 に内音6に至 る まで
アマチ ュアス ピ リッ トが生 か されてい ます。50KHz
100KHz切換可育ヒなマーカー、トーンコン トロール 、
CWモ ニ ター な ど数 えあげた らき りがあ りません。

●メーター

M ETER
送信時の出力、 SWR、 受信時の入
力信号の強さを挿示 します。

●ノイズフランカースイッチ

NOISE BLANKING SWITCH
ハルス性ノイズかあるときに使用 し

ます。

●VOXス イ ンチ
VOX SWITCH
音 声 に よる送 受信 切 換 や電鑓 操 作 に

よ る送受 信切 換 かで き ます。

●上蓋

ACCESS COVER
EIE定 チ ャンネルの増設 や音 質 の調整

等 、上蓋 をあ け るた けて簡 単 にで き

ます。 内部 に は次の ツマ ミか あ りま

す。

薔TONE
TONE CONTROL
受信 時 の音 量 を調整 します。聞 きや

すい位置 にセ ッ トして くだ さい。

摯MARKER切 換 ス イ ッチ
50/100KHz MARKER SELEC‐
TOR
マーカーの周 波数 を 100 K Hz毎 と 50

KHz毎 に切換 え ます。

議SWR SET
SWR LEVEL SET
Sい/Rス イ ッチ と Sい/R SETツ
マ ミに よ り SWR読 コ

'り

の操 作 を し

ます。

篠ANTI VOX
買イ言堪まで∨0× ガイ動かないよう

`こ

し

ます。

議ヽVOX GAlN
VoX GAIN CONTROL
∨OXの 感度を言[整 します。

,CW DELAY
CW BREAK― IN DELAY AD」
フレークインの時定数を調整 します。

議VoX DELAY
VOX DELAY AD」
∨OX回 路の時定数を言[整 します。

●AC電源コンセント
AC SOCKET
専用 AC電源 IC-3P∪ を挿入し
ます。このとき電源はAC仮 Jに 自動
的に切換ります。 DCでイ任[使用のと
きは、 IC-3P∪ を本体からはず
してください。

●外部スピーカープラグ

EXT SPK
付属のスピーカープラクを馬いて夕ヽ

部スヒーカー(8Ω )か接続できます。

●ア ース端子

GND
ア ース して くだ さい。感 電事 故 防止

等 に役立 ち ます。

●DC電源コンセン ト
DC SOCKET
付属の DC用電源コー ドを接続 しま
す。赤をC(プ ラス)、 黒をe(マ イ
ナス)に接続してくださぃ。

●アンテナコンセン ト
ANT
アンテナのフィーダーを接続 します。
インピータンスは50Ω で接栓 (=ネ
クター)は lN l型です。

●電鍵ジャンク

KEY 」ACK
付属のキープラクを用いて電錠 (K

EY)を 接続 します。

●マ イク コンセ ン ト

MIC SOCKET
付属 の マ イク ロホ ン (500Ω タ イナ ミ

ックマ イ ク EEホ ン ブ ッシ ュツー トー

クス イ ッチ付 )を 接続 します。
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lC-50■ は本格 派 固定用機 と して フ ェーズ ロ ツク
方 式 をオ采用 し、 ゆ とりあ る設言十が な されてい ます。

その素 晴 ら しい技術 と豊富 な付属 回路 を満 喫 して頂

くため以 下 の事項 は必 らずお守 り くだ さい。

取扱いについて

通話の方法 (通信の しかた)

●受信

電源スイッチをOFFに し、電源、アンテ
ナ、マイクロホンを各コンセン トに確実に接

続 します。ツマミ、スイッチ類は次のように

セ ットして ください。

O電源スイッチ  〔OFF〕
o送受切換スイッチ  〔R〕
OF∪ NC丁 |ON   〔∨ FO〕
OCO∪ RSE
受信 しよ うとする周波数帯

Oチ ューニンクツマ ミ

受信 しよ うとす る周波数付近

Oボ リューム (∨ OL)
反時計方向に回 し切 る。

ORI丁 〔○〕
(ク リックス トップのかかるところ )

Oノ イズブランカー (NB) 〔OFF〕
oVO×   〔OFF〕
OMODE 受信 しようとする電渡型式。
(SSBの ときは∪SBを 使 うのか慣習
になっています )

ORF G∧ IN 〔4〕
oCW MONI C∧ Lの位置から時計

方向へ回 し、スイッチが入ったところ。

(他のツマミは受信のとき必要ありませんの

でさわらないで ください )

セットできましたら電源スイッチをONに し
てください。 メーターとダイヤル面が照明さ

れ、〔LOCK、 RE∧ DY〕 の文字が点灯 しま
す。

●ボリューム

ボリューム (∨ OL)ツ マミを時計方向にゆ
っくりと回わ してゆきますと、ザーという雑

音か音声等の信号が聞えてきますので適当な

音量になるところで止めて ください。

●チューニングツマミ

チューニンク ソ`マ ミを回 し、受信 して くだ

さい。 Sメ ーターが多 く振れる所で受信音か

明瞭になる所に合せます。 SSBの 場合、受
信音がモガモガといって正常な音声にならな

いときは、サイ ドバ ンドか反対かも知れませ

んので〔∪SB〕 または〔LSB〕 を逆にして受

信してください。CWの ときは受信音が lK
Hzに なるようにして ください。その日寺に送受

信の周波数が一致 しますc

チューニンクツマミの減速は変速 レバーに

よって 2段に切換えることかできます。 AM
で使用するときや周波数を大巾にかえるとき

は左に倒 しますと1回転50K Hzの 減速になり

ます。 SSBで 使用するときや弱い信号を受
イ言するときは、右に倒 しまζ「 と1回 転糸つ16KHz

の減速となリチューニンクしやすくなります。

●RI丁

通常の運用の場合は、送受信同一周波数に

しておきますので、 RI丁 〔○〕の位置で使 っ
て ください。交信 を始めてから相手の周波数

がずれるときには、 RI丁 を回 して受イ言音が
明瞭になる所に合せます。

●ノイズブランカー(NB)

自動車のイグニッションノイズなど、パル

ス性雑音があるときは、 ノイズブランカース

イッチを〔NB〕 にしてください。ノイズブラン

カーが働いて快適な受信ができます。(近接周

波数に強力な電波が存在すると正常なノイズ

ブランカーの動作かしないことがあります。)

●RF GA!N
近 くに強力な電波を出す局がある場合、近

接周波数では受信信号などがブロックされる

ことがあります。このときに RF GAINを

〔3〕 〔2〕 〔1〕 と反時計方向に回して行けは明

瞭に受信できる点が見つかります。
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IC‥ 5●■ に はハ ム ラ イ フ をよ り充 実 した もの に し
て い た だ くた め種 々の 付属 回路 が用 意 され てい ます。

そ れ らを十 分 生 か して い た だ きその高性 能 をお楽 し

み くだ さい。

取扱いについて

●トーンコン トロール

上蓋内のトーンコントロールツマミ(丁 ONE)
を回わすと受信時の音質が調整できますので

聞きやすい位置にセットして ください。

●ダイヤルロ盛の読み方

送受信の周波数はCO∪ RSEの 指示数と主
尺 (内側 )と 副尺 (外側 )の 目盛の合計で表わさ

れます。目盛の読み方はまず主尺を読み、主

尺目盛間の黄色の目盛が指針の右側にあると

きは副尺は緑の数を、左側にあるときは黄色

の数を読みとります。meの
31鋪
掛●1帥 z

ウシ~~¨       主尺 i00KHz 扇1尺 33KHz 読取周波数50 133MHz

●ダイヤルロ盛の較正

ダイヤルに指示 される周波数は電波型式を

切換えると最大 3 KHzの偏差が生 じます。電
渡型式を切換えたときはその都度マーカーで

較正 しなおす必要があります。

CW MONIツ マミを反時計方向に回しき り
〔CAL〕の位置に しますとマーカーがイ動きま
す。マーカーの周波数は上蓋内の MARKE
Rス イッチにより、100 K Hzま たは50 K Hzに切

換えられ、それぞれ 100K Hz毎、または50K Hz

毎にマーカー信号が受信できますのでダイヤル

目盛 を較正 したい周波数にもっとも近い〔00〕

または〔50〕 に合せ、チューニングツマミ下の

減速切換 レバーを右に倒 します。(減速切換 レ

バーが左のよまでは較正できません。)目盛較

正ツマミを左に強 く押すと副尺か固定されま

すのでチューニンクツマミを SSB(∪ SB、
LSBい ずれのときも)の ときはマーカーイ言
号かゼロビー トになる点 まで回 します。

CWの ときはセロビー トの点よりl KHz高 い
周波数が送イ言周波数となりますのでダイヤル

目盛 をlKHz高い方にずらしてマーカー信号
がゼロビー トになる点 まで回 して較正 します。

∧Mの ときはMODEス イッチをCWに して
CWの ときと同様にダイヤルロ盛 を較正 し、
終 りましたらMODEス イッチをAMに 戻 し
ておいて ください。

●送信

うよく受イ言できましたら送信に移 りますか

送信するまえには必 らず受信 をし他の局の通

信に妨害を与えることのないよう
'主

意 して く

ださい。 また調整などのときはできるだけダ

ミー□― ドを使 って ください。残 りのツマミ

は次のようにセ ットして ください。

OMIC GAIN
時計方向に

=回
したところ

oSWR SET(上 蓋内 )
スライ ドスイッチを SE丁 に倒 しボリュ
ームを時計方向に回 したところ

OM ODE
送信 しようとする電波型式

セットできましたら P tt T(プ ッシュツー

トーク)ス イッチを押すか送受切換スイッチを

丁に して ください。

oAMの 場合
送イ言状態になりますとメーターの指針が

振れマイクロホンに向って話せば貴方の

声は電波にのって発射 されます。



IE‥ 5口■ はバ ン ド内 で あ れ ば任 意 の周 波 数 を使 用
で きます が使 用 す る前 に他 局 に迷 惑 が か か らない よ

う十 分注 意 して くだ さい。

取扱いについて

OSSBの 場合
∧Mの ときと同 じですか、メーターの指

針はマイクロホンに向って話 したときの

み振れます。

OCWの 場合
KEYジ ャック(裏面 )に 付属のキープラ
クをチ司いて電釜建を1妾綺与し逆劃言

'犬

態に しま

す。 CW運用時、符号は CW MONIツ
マミの調整によってモニターできます。

KEYジ ャックよリキープラクを外すと
電波が発射 された状態になります。

OCヽノヘ/ MONI
CWの送信の状態で電鍵 を押 し、 CW
MONIツ マミを時計方向へゆっくり回 し
していきますと、低周波音か聞えますので

適当な音量になるところで止めて くださ

い。電錠操作をしますとCWモニターか
できます。受信時も動作 しますので電信

の練習や電鍵の調整などに利用できま九

oMIC G∧ IN
MIC GAINツ マミは時計方向に回す
と変調か深 くなります。マイクロホンの

使用状態や相手局の リポー トによって調

整 して ください。 SSBの ときには送信
出力のコン トロールができます。

oSWRの 読み方
MODEツ マミをCWに切換えます。送
イ言

'犬

態に しKEYジ ャックに電鍵 を接続
している場合は電錠 を押 して ください。

メーターの指金十がSWR SE下 の位置に
なるように SWR一 SETツ マミを調整 し
ます。次に SWRス イッチを SWRの 方
へ切換え、そのときのメーターの指示で

SWRを 読みとります。 SWRが  1.5以
下であれば実用上さしつかえありません

かできるだけ小 さくなるようにアンテナ

を調整 して くださいo SWRの チェック
が終 りましたら S｀ノVRス イッチを S XA/R

SE下 に戻 しておいてくださいo
o∨ ○×とブレークインの操作

AMと SSBの ときに∨○×の操作か、
CWの ときはブレークイン操作かできま

すので次のようにツマミ(上蓋内 )を セッ

トして ください。

●∨o×  GAIN
反時計方向に回 しきる。

●AN丁 | ∨○×
反時計方向に回 しきる。

●∨o×  DELAY
時計方向に回 しきる。

●Cヽノヽ/ DELAY
時計方向に回 しきる。

●∨○×スイッチ

∨○×倶Jに任Jす。

セ ットできましたら調整に移 ります。∧

M、 SSBの ときの∨○×操作はマイクロホ
ンに向って話 しなから∨○× GAINツ マ
ミを時計方向に回 していきますと送受切換

回路が動作 し送信状態になりますので適度

に動作する位置にセ ットして ください。受

信への復帰時間の調整 は∨○× DELAY
を反時計方向に回 しますと速 くなりますの

で話の途中でバタつかない程度の速 さにセ

ットして ください。 またスピーカーからの

音で∨○×回路が動作 しないようにANTI
∨○×ツマミを調整 して ください。時計方

向に回 してゆきますとスピーカーからの音

で動作 しない点がありますのでそこで止め

てください。 ∨○× GAINお よび∧NTI
∨○×ツマミの調整 は必要以上に上げすぎ

ないようにするのかコツです。

CWの ときのブレークイン操作はMODE

8



日C-5● ■ は長期 間の御使 用 に十 分耐 えるよ うに設
計 されてい ます が舌L暴に扱 わない で くだ さい。 ち ょ

っ と した心遺 い でいつ まで も高性 能 を発揮 します。

取扱 い につ いて

ツマミを CヽノVに し電釜建を押すとだゴ言】犬態に

なります。受信への復帰時間の調整 は CW
DELAYツ マミを反時計方向に回すと速 く
なりますので適当な位置にセットして くだ

フレークイン時定数

調整ボ リューム

VOXl寺定数調整
ボリューム

固定チャンネル周波数

さい。 ∨○×ブレークインでの運用が終 り

ましたら必 らず∨○×スイッチをOFFに
して ください。

MARKER用 水晶

MARKER AD」 トリマー

MARKER切 換スイ ンチ

調整トリマー

固定チャンネル用

水晶ソケ ット

GA Nツ マミ

●丁∨1等 について

本機はスプリアス防止のフィルターが入っ

ていますので T∨ 1等 に悩 まされることはあり

ませんがアンテナの ミスマッチング等で 丁∨ |

の原因となることがあります。アンテナの調

」ARL事務局 。地方事務局所在地

曜

SWR切換スイ ンチ

SWR SETツ マミ

整 を十分 していただきなおかつ丁∨ 1等 が発生

するときは他にも原因か考えられますので、

J∧ RL発行の丁∨ |ステレオ 1対策 ノートを参
照 して ください。

所≡専 牽 ョ
03-- 944--0311  1

同1 関東 地 方 事 務 局

東 海 地 方 事 務 局

関 西 地 方 事 務 局

中 国 地 方 事 務 局

四 E地 方 事 務 局
九り1ヽ 地 方 事 務 局

東 北 地 方 事 務 局

で, 450

廻9 543

Q● 730

徊, 790

o, 860

o, 980

oら 060

起, 920

o, 380

東京都豊島区巣鴨 1-14-2
同     上

名古屋市中村区広小路西通り120ガーテンビル5階

大阪市天王寺区大道 3160赤 松ビル内
広島市銀山町 2-6 松本無線ビル 4階
松山市一番町 1-11-1 明関ヒル 2階
熊本市下通町 1-8-15 上田ヒル内
仙台市大町 2-6-20 高橋 ビル内
札幌市北 1条西 5丁 目 日赤会館内
金沢市彦三町 1-4-1 西田ビル内
長野市県町477 富士井 ヒル 3階

052--586--2721

06-- 779--1676

0822--43--1390

0899--43--3784

0963--52--3469

0222--27--3677

0122--25--8621

0762--61--6319

0262--34--7676

1 
北海道地方事務局

1 北 陸 地 方 事 務 局

1信 越 地 方 事 務 局
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IC‥50■ をご使 用 になる場合 、で きるだけ 」AR
L制定バ ン ド使 用 区分 を遵守 す るように して くだ さ
い。

チャンネル増設

●固定チャンネルの増設について

本機は∨ FOを 使用 していますので、全バ

ン ドのどの周波数でも送受信できますか、ク

ラフチャンネル等、特定の周波数をよく使用

されるときは水晶発振による固定チャンネル

の方か便利です。 ABCDの 4チ ャンネルの
固定チャンネルが増設でき、 また 1個 の水晶

発才辰三Fで 50M Hz台、51R71Hz台 、52卜υ4Hz台 、53

M Hz台 での使用かできます。

水晶発振子の周波数は

f一 送受信の周波数 =水晶発振子の

周波数で計算 して ください。

ここで fは COURSEと MODEに よって異な
りますので下表から求めて ください。

l■lOD E

水晶発振子は基本波発振で HC-25/∪ 型です。

固定チャンネルを増設するには、まず上蓋

をあけ、固定チャンネル用水晶ソケ ットに水

晶発振子を入れます。

周波数を合せるには周波数カウンターを使

用 しますと手早 く、正確にできます。カウン

ターの入カコー ドをアクセサ リーソケ ットの

9番 ビンとアース側 を 8番 ピンに接続 し、周

波数が水品発振子の目的周波数となるように

トリマーを調整 します。またカウンターが50

M Hz帯 を測定できるときは送信状態に して調

整できます。 まずアンテナコンセン トにタミ

ー□― ドをl妾続 して送イ言状態に します。カウ

ンターの入カコー ドをタミー□一 ドに適当に

結合させ、送信周波数か目的の周波数になる

ように トリマーを調整 します。周波数カウン

ターがないときは RI丁 ツマミをクリックス ト

ップのかかる〔○〕の位置に し、標準となる相

手局を受信 して受信音か明瞭になる所に合せ

ます。周波数の調整は送信 または受信のどち

らかで行なえば送受信 とも同一周波数となり

ます。

●水晶発振子の計算例

増設するチャンネルの周波数か51.35M Hz

∪SBの とき63.385-51.35=12.035(MHz)
となります。この水晶発振子をX丁 ∧L一 ∧の

ソケ ットに挿入 したときの使用方法は FUN
C丁 |ONスイッチをXTAL― Aに し、CO∪ RSE
スイッチを51に します。これで51.35M Hzで

送受イ言できます。また CO∪ RSEス イッチを
50に しますと、50.35M Hzで も使用でき、52、

53の ときも同様に使用できます。

51    1  63.385  1  63.388  1  63.386

65.388  1  65.386  1

」ARL制定アマチュアバン ドの使用区分

―― A2,13,SSB―――――― ―
/

特殊実験用    Ⅲ出周波数        |
|― |    

―

全電波型式

F2F3■―J

周波数 (MHz)

10
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―
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EE-50■ の高性 能 をよ り発 揮 させ る に は良 い ア ン
テ ナ が必 要 で す。 また フ ィー ダー も確 実 に接 続 して

接 続 不 良 な どに よ る ロ ス をで きる だ け な く して くだ

さい。

●設置方法

次の点にご注意 ください。

Oツ マミ、スイッチの扱いが便利で、 メーターやダ

イヤル面の見やすい位置へおいて ください。

0雨や水 しぶきが直接かかったり、高温になる所、
直射日光のあたる所、また極端に振動の多い所、

ほこりの多い所はさけて ください。

0電源の取 り入れや、アンテナの引込みの近い場所
において ください。

O電源フィルター用 コンデンサーを通 じて電撃 を受
けることがありますので、アース端子を大地にア

ースして ください。

O車載のときは、専用取付金具 をオプションで用意
していますのでご利用 ください。本機自体重量が

ありますので取付場所の強度には十分注意 して く

ださい。 また、 ヒーター、ェァーコンディショナ

ーの出□等に近い所はさけて ください。
O安全運転に支障のない場所に取付けて ください。

●アンテナ及びフィーダー

アンテナは送受信に極めて重要な部分です。悪い

アンテナでは遠距離の局は聞えません じこちらの電

波も届きません。

O整合インピーダンスは50Ω に言支計されています。
アンテナコネクターに接続する点の負荷 インピー

ダンスが50Ω になればどんなアンテナでも使用で

きます。アンテナ、同軸ケーブルともに50Ω のも

のを使用すれば簡単に整合できます。
0∨ HF帯では、フィーダーでの損失が大きくなり
ますので、できるだけ損失の少いものを使用 して

ください。

0ア ンテナは性能の良いものを高い所に設置 して く
ださい。 またフィーダーとの接続部分は風雨や振

動等で性能が落ちないよう確実に接続 して くださ

0モ ービル用アンテナでアースの必要なホイップア
ンテナ等は車体に確実にアース して ください。



IC…50■ の 内部 の調整 は精 密 な測 定器 で まずユ ニ

ッ トご とに、そ して さ らに トラ ン シー
バ ー と して総

合的
`こ

しかも糸串密 に、試 験 されてい ます。

内音5について

ヽ'M

RF増 巾MOS
FET 3 SK40

RFノ ン`ドバス

フイルター

警はi顧

12



IC-50■ の 内部 の部 品 につ い て はネ ジ 1本 に至 る
まで 、十 分 吟 味 されて い ます。 その信 頼性 、安 定性
は抜群 で す 。

内部について

黎

VFO/同 調椰

送信 M× 用 C
LM1496N

ノイスフィルター用
チミークコイル

VFOユ ニ ット

DC用 ヒ.― ス
ホルター

COURSEtr換 用バントハスフイルター

TMXユ ニ ,ト

専用 AC電源
IC-3PU(オ フション)

LSBキ ャリヤー用水晶発振子

LSBキ ャリヤー周波数調整用 トリマー キャリアーバランス調整用 トリマー

AM用水晶フィルター

PA放熱器

DC馬電源コンセン ト

USBキ ャリヤー用水晶発振子

アクセサリー(ACC)ツ ケント

Sメ ーター 0点調整用ボリューム

アース端子

13



lC-50■ に は付 属 品 の ほ か に専 用 ア クセ サ リー が

用 意 されて い ます 。 せ いぜ い ご利 用 くだ さい。

アクセサ リー

●付属品について

IC-501に は下記の付属品かついています

のでお確めください。

●マイクロホン (500Ω タイナミック型 )… ……… 1

0マ イクロホンフック……………………… 1

●DC用電源コー ド………………………… 1

●予備 ヒューズ (5A)・ ………………………2

●スビーカーブラク ………………………・1
●9PMTプ ラク…………………………… 1

●キープラグ………………………………… 1

●シリコンクロス…………………………… 1

●取扱い説明書……………………………… 1

付属品のほかに専用 AC電 源 iC-3P∪
および∧型 フラケ ッ ト(車載用 )を 別売で用意

しています。せいぜいご禾」用 ください。

二 七

i  f

攀 ■

枡

・・・・



IC-50■ の品 質 とアフターサー ビスにつ いて lCOM
は万全 を期 して お ります。下表 に あ げ た状 態 は故 障

で はあ りませ んの で よ くお調 べ くだ さい。 下 表 以 外

につ い て はサ ー ビス に お任 せ くだ さい。

鐵轟警筆驚ボI

Iは111は 1
1標|=1櫃1晰||

トラブルシューティング

トラブルシューティンク

状         態     1   原              因    1   対              策

(1)電 源 が 入 らな い        |〇 電 源 コ ー トの 接 続 不 良|〇 電 源 コ
≡
「

卜の 接 続 不 良 ______   10接 続 をや りな おす

lcヒ . ズ σ)レ 線             |○ 予 備 ヒ .― ズ と取 りか え る
に 』]一

==「
弓‐
「「

~~~~~~~~~―――――卜,こt==|=11二
「
■
=7ξ
■
「
ラ ~~~~~~―――――――良 一J鐙疑量量≡翠墜

¨ 護百蕗万蒙戸――
―       l _」 らくして電源スイノ

=[天
れる

再軍耳
=薫=軍
軍
=なっている (夕 |=F∨ FOま たは固定チヤン |

| ネ ル用 水 晶 発 振 子 を l●用 して い な い と き )

(4)感 度 か極 端 に 悪 く近 くの 局 だ け |○ 同 中Jケ ー フ ,し σ)断 線 ま た は シ J― ト 0同軸¬ネクターのハンダ付をやりなおす

驚
oRF G∧ INを 4に する
l cRITを 0に して 周 波 数 を合 わ せ る

10FUNCT
モガ モ カ と言 って 明 瞭 に受 信 で I Uに な っ て い る 切 換 え る

きない

0同 軸コネクターのハンタ付けをやりなおすc同軸 =ネ クター付近てのF軸 ケーフルの断(7)出 力 が 出 な い

帝早ま た は シ ョ ーー ト
′を少し広げるICマ イクEネ クターの接触不良のためにフッ

シ ■ツ ー トー ク ス イ ッチ か重力作 しな い

(8)変 言F力 Sか か らな い

き出 力 が出 ない
SSBの と oMIC G∧ INか 反時 計方 向 い っはい に olNl l C GAINを 時 言,方 向 に 出 力 か正 し

回 して あ る く出 る「1ま で回 す

○接 角噴ビン を少 し広 け る○マイクコネクターの接触不良

Oマ イクコネクターのハンタ付けをやりなおす〇マイクrネ クター付近の シーート線断線

lo良品 と取 りか える

(9)受 信 中 Cヽ Aン にす る と ビー とい う

発振 音 か間 える

ocW l10N Iツ マ ミ を反 時 三十方 tい っ ば い
に回 す

oKEYジ ャックに電錠を接続する

ア クセ サ リー ソケ ッ ト

につ い て

ア クセ サ リー ソケ ッ トの

接糸売は次 の よ うに な つて

い ます 。 こ れ を使 えば あ

なたの ア イデ ア か さ らに

生 かせ ます 。

端 子 番 号 ,妾 続

な に も接 続 さ れ て い な い 、 空 端

2 安定イにされたDC9∨ か得られます。

剤
「

″

一
５

一
６

一
７

本体の電源スインチと連重力してし`てDC13 5∨か得られます̀

フ ンシユツ~ト ークスイ ンチ送受信切換スイ ンチにオ妾続されていま

す。この端子をアースすれば送信状態にな llま す .

AF出 力  ∨ OL(音 量調 整 )に関イ系な く受イ言検 渡 出 力 か出 て い ま

す。

変 調 器 入 力 と接 続 さ れ て い ま す か MIC GAIN(マ イ ク入 力調 整 )と

は 関 (系 な くオ妾続 され て い ます 。

外 部 発 振 器 の 入 力 端 子で す .FUNCT10Nス イ ンチ を EXTに す る と

外 部 発 IF器 て コ ン トロ ー ル で き ま す 。

8 アースされています。

9
フェ ~ス ロ ンクル ー フの位相検 渡 器 に加 え られ る事 率発 IF(∨ FO,

cO)の 出 力 に接 続 されてい ます 。
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